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まえがき

太陽コンサルタンツ株式会社は社団法人海外農業コンサルタンツ協会(ADCA)の補助金を得て､セネ

ガル共和国とプルキナ･ファソ国におけるプロジェクトファインデイング調査を平成7年11月11日から

11月30日の期間に実施した｡

セネガル国は食糧自給の達成を重点目標としており､セネガル川流域での港概農業開発を強力に推進し

ている｡藩政農業による農業生産物の収量増産には優良種子の原種安定供給が不可欠であり､その体制強

化が望まれている｡

世銀/IMFによる構造調整政策により､ ｢股種子の生産･流通は民間への移管が進んでいるが､元原種･

原種の生産については国家機関_による優良種子の研究とその生産施設の整備が急務と考えられている0

この点から,中央農業試験場と原種試験場に対し､施設の改修･整備計画に関する調査を実施した｡

プルキナ･ファソ国においても,食糧自給の達成は最重要課題であり､土地の国有化による農業開発や

国家予算の農業分野への投入拡大などの政策が実施されてきた｡

当国でも同様に構造調整政策が進められており､種子関連産業の再組織化と生産の推進を図るためのプ

ログラムが策定されている｡特に､種籾の生産増強,穀物･野菜等の普及用種子の生産体制の整備が強く

望まれているところである｡

これらの観点から､種子生産設備?整備･強化を目的とした､試験圃場の藩政施設改修と種子精製や関

連設備の更新計画に関する調査を実施した｡

現地調査においては,セネガル､ブルキナ･ファソ両国の関係機関及び在セネガル日本大使館の協力を

頂き､情報の収集や現地踏査､討議を行った｡また､帰路パリに立ち寄った際にフランス国の援助機関で

あるCIRADとORSTOMを訪問し､貴重な情報と資料を入手した｡これらの方々に深甚なる謝意を表すと

ともに､本案件が早期に実施の方向へ進むことを願う次第である｡

平成8年1月

太陽コンサルタンツ株式会社
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l.セネガル共和国 農業試験施設整備計画

1.セネガルの概況

1.1国土と人口

セネガル共和国はアフリカの最西端に位置し､国土面積は196,722knf､人口は1992年で780万人である.

地形は東部や南東部の高地を除くと国土の大半は単調な平坦地である0

セネガルは北側から東側にかけて国境河川のセネガル川をはさんでモーリタニアとマリに､南側はギニ

ア国と接しているほか､国の中央やや南にはギニアピサオが孤立した形で位置している｡また西側は大西

洋に面している｡

セネガルの気候は変化に富んでいる｡海岸地域はその緯度の関係からむしろ涼しい(ダカール市は北緯

14度38分である) oカッパベルト半島(CapVertpeninsula)は北海洋貿易風の通り道に突き出ている為に

特に風が強い｡平均気温は18℃-31℃の間にあり､雨は6月-9月頃に降る｡内陸部は気温､雨量とも高

く,雨期の長さは海岸地域よりもいくぶん長い｡南部のカサマンス地方は季節風気候の北端に位置してい

る｡

セネガル川の下流域に拡がるデルタ地帯は同国で最大の農業地帯である｡河口近くに建設された防潮堰

のデイアマダム(DiamaDam)と上流の水源ダムであるマナンタリダム(ManantaliDam)の完成によりセ

ネガル川流域の藩政農業開発可能性は飛躍的に拡大した｡同国では左岸流域の開発マスタープランを1990

年より開始し､ 2015年には88,000haの港瀧耕地を開発する計画を進めているところである｡

セネガルは鉱物資源に恵まれてはいないが､南部には金の埋蔵が確認されており､東部では純度の高い

鉄鉱石がかなりの量埋蔵されている｡天然ガスはダカール沿岸で開発されており､又石油はカサマンス沖

でその存在が知られている｡

1.2 社会･経済の現況

セネガルは経済的有利性の面で独立前から西アフリカで主導的な立場にあったが､ 1992年の1人当り

GNPは780USSで､西アフリカでは最も高い水準にあるものの成長度は満足すべき状況にない｡

GNPの伸びで見ると, 1970-80年には年率2.3%､ 1980-92年では人口増加率2.9%にほぼ見合う3.0%と

なった｡なお､ 1992年の世銀推定によればGDPは6,277百万uSSであった｡

セネガル経済は生産活動の各分野で競争力に弱く､海外経済援助に依存する度合が大きい｡農業を基盤

とする経済は周期的な干魅と広い地域に至る砂漠化によって悪化している｡
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世銀統計によれば､農業のGDPに占める割合は1970年には24%であったが､ 1992年には19%に減少した｡

農村部から都市部への多くの人口移動によって､人口の40%以上が都市に居住している｡そのうちの1β

以上は過密人口を擁するダカール市に集中している｡

公共部門の役割が減った結果失業率がアップし､ダカール市では労働人口の25%が失業していると推定

されている｡

外貨獲得源はかつての落花生から最近では漁業,リン鉱石及び観光にとって代わっている｡これらの産

業は1994年1月に行われた50%のCFA切り下げに伴って益々その重要性を高めたが､他方で原料輸入依存

型の諸工業は外貨の支払が困難となってきている｡

比較的発展しているセネガルの産業基盤はコートジポア-ルを始めとする西アフリカ地域の中で､工業

投資をめぐって厳しい競争下にある｡セネガル産業の多くは独占的地位と譲歩税率に保護されてきたため､

生産設備が過剰となっている｡政府事業､貿易､運輸といったサービス分野は､ 1992年でGNP比62%を占

める｡農工業ともその困難性が表だって以来､経済活動はこれら以外の分野で次第に増加している｡

フォーマルセクターの雇用数は1985年の41,500人から1992年には38,000人に減少している.

1.3 農業の概況

セネガルの主要食糧作物はミレツトソルガム,米及びメイズである.落花生(Groundnuts)は代表的

換金作物であるが､作付面積は近年減少している｡現在､落花生の年間収穫量は80万トンに達しないが､

1960年代には､毎年90万トン以上であった｡現金作物から食糧作物-の長期に至る作付転換は地域住民に

とって現金作物による実質収入が低下していると信じられていることによる｡

公的チャンネルに依存していた落花生の流通に刺激を与える試みとして個人商人に取扱を解放したとこ

ろ1985β6年の生産者価格は急上昇した｡気象条件に恵まれた1987β8年の生産量は710,789トンに大幅に増

産となった｡ 88/89年は415,210トンに急落,翌年は844,045トンヘと回復した｡雨期の到来の遅かった

90/91年には702,584トン-と縮小, 91/92年も引き続いて同水準(728,368トン)で推移し,翌年(92/93年)

は623,359トンへと減少した｡

政府は生産者価格を国際価格に一層連係づけるよう努め､又構造調整政策の一環として種子や肥料を落

花生生産農家及びその他農家へ補助することを廃止した｡その結果としてガンビアの農産物がセネガル市

場へ流入するといった以前とは逆の密輸入が行われた｡

政掛ま綿花,米､砂糖キビ､家庭菜園作物なと現金作物及び食糧作物への作付けを多様化することによっ

て落花生への過度の依存を減らすように努めてきた.綿花の生産は急増し､ 1965年の688トンから1976n7
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年の45,400トンとなった｡綿花生産は落花生の価格によって特に変動する｡農民は落花生の価格が綿花よ

り有利になればその作付けを落花生に切り換えるo 1988/89年の綿花生産量は38,730トンであり､ 89/90年

には29,303トンに減少, 1992β3年には51,176トンに再び回復した｡

その他の現金作物で大規模に栽培されているのは砂糖キビであり､北部のサン･ルイ近隣のリシャトー

ルコンプレックスで生産されている｡全て国内消費用であり､ 1979年以来着実に増産している｡

米の生産量も緩やかな増産傾向にあり, 1980年代の後半から毎年17万トン程度を維持しているが､ 50万

トンと見込まれる国内消費に比べてかなり不足している｡この不足分は中東からの安い輸入米によって埋

め合わされるが,これには1kg当り50-60CFAの国家補助金が必要となり､国内生産の安定的発展に極め

て危機的状況を作り出している｡

外国援助によって中小の数多くの開発プロジェクトが実施され､稲作用の藩政地が造成されている｡マ

ナンタリプロジェクトは流域全体では24万haの藩政地を作り出し､生産増強に大きなインパクトを与える

と期待される｡

家庭菜園作物は1971年に始まり､輸出の面で大きな可能性があると見られたが､他のアフリカ諸国に比

べて価格競争力は低下してきている｡

伝統的な食糧作物分野も度重なる干魅により減産に悩んでいるが､全体量では増加趨勢にある｡

1970年代央のミレツト及びソルガムの生産高は650,000トンであったが, 1983/84年は干魅により351,800

トンに減少した｡ 1985/86年には生産者価格が急上昇したため生産量も949,600トンに大幅増加した｡

1988/89-1991/92の間の年平均生産高は673,000トンであったが､ 1992/93年には562,706トンに減少した.

メイズの生産高は1985β6年に146,500トン, 1988/89年は123,327トンに低下､ 1990/91年に133,147トンに若

干回復した後､ 1992/93年には114,561トンとなった.

セネガルは都市住民の主食となっている米を恒常的に毎年30万トン以上輸入している他､さらに多くの

穀物を援助プログラム等により輸入している｡食糧自給の達成は相変わらず高い政策目標となっており,

この日標達成にはマナンタリグムの完成に伴う藩政面積の飛躍的な拡大が大きく関わってくる｡デイアマ

の防潮堰設置とマナンクリダム建設の相乗効果で今後25年間に亘ってセネガル国では8万ha以上の藩敵地

が整備･開発される予定である｡短期的には毎年34万トンの米輸入の安定化を図りつつ,他方､ミレツト､〉

ソルガムの作付と消費の拡大を促進することになる｡

1.4 漁業･畜産業の概況

魚は主食の補助食料であり､この分野は大きな開発の可能性を持っている｡水産加工を含めた漁業は
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GNPの約4%を占めている｡年間の漁獲高は1986-90年平均で270,000トンで､ 1991年は319,693トンを示し

た｡
/ト規模漁業が大半を占め43,000人の漁民で総漁獲量の60-70%､水産物輸出の45%に貢献している｡

産業的漁獲ライセンスは1990年に244件発行され,うち113件がセネガル国籍の船であった｡産業的漁業は

缶詰工場労働者を含めて10,0∝仇の雇用を行っている.魚の輸出量は1989年に118,300トン, 1990年は

126,000トンをそれぞれ記録している｡ 1979年以来､ ECとの間で通常漁獲協定を結んできており､最新の

ものでは1992年春から2カ年のものである｡この中でECはセネガルに対して補助金として毎年30百万ECU

を支払い､ EC船籍で漁獲されたもののうち一部はセネガルに陸上げされ加工用に使用される取極である｡

畜産は伝統的経済の中では目覚ましい分野であり､乳製品と食肉加工産業の基礎である｡ 1992年のFAO

推計では､羊2.8百万頭､山羊6百万頭,豚310,000頭及び馬400,000頭となっている｡

表1 セネガルの農業生産 (1,000トン)

1990 1991 1992

米(初) 156 194 177

とうもろこし 133 103 115

ミレツー.ソルガム 662 671 663

キャッサバ 69 25 46

落花生(殻付) 703 754 578

綿実 24 30 30

綿毛 ll 20 20

トマト 48 56 57

タマネギ(乾) 34 38 31

マンゴ 56 54 57

オレンジ 28 26 24

バナナ 6 5 5

出典; FAO Production yearbook

2.セネガルの種子生産･配布の状況

2.1種子政策

セネガルの種子政策は1994年12月の種子法制定を境にしてその様相が一変し､整備されたと云える｡種
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子生産の民営化の動きは1988年からあり､経済調整政策によって一層加速され､その結果種子法の制定に

至ったとも云えよう｡

種子法制定前のセネガルの種子研究･生産は､セネガル農業試験場ISRA (SenegaleseAgricultural

Research Institute)が遺伝資源の収集,品種の開発及び原種(pre-foundationseed)の生産を担当し､農業省

農業局の種子部(DISEM)が種子の検査､農民への普及を担当していた.さらにPAS (ProjectAntonome

semencier)という農業局と同列の組織があって,種子の生産､保管,流通を担当する特別のプログラムが

存在していた｡

1994年になってPASは発展的に解消され､その業務は一部をDISEMに,穫子生産等主要な部分を完全な

民間団体であるUNIS (UnionNationale Interprofessionnelle des Semenciers)へ移管することになったo

農業省とISRAの組織図を図1,図2に示した｡

2.2 種子生産･配布の状況

種子の遺伝資源の収集､保管､これを使用しての新品種開発はISRAによって実施される｡ ISRAは中央

農試の他4カ所に支場を持ち, 13名の育種家によってミレツト ソルガム､メイズ､カウピー,落花生,栄

及び綿花等の育種試験や新品種の開発･生産を行っている｡

(1)中央農業試験場(NationalAgriculttlralReserchCenter-CNRA) Bamtxy :落花生､ミレツト､メイ

ズ､カウピー

(2) Djibelor農業研究所:米､大豆及びメイズ

(3)中･南部試験場.'落花生､ミレツト ソルガム､メイズ､カウピー,棉

(4) Richard-To11試験場:栄,オニオン及び小麦

(5) CambereneCenter :馬鈴薯及び野菜

新品種の評価及び登毒剥ま各試験場での比較試験のあと､優良なものについては農民の圃場で2-3年間テ

ストされ, SeedTechnicalCommiteeで認可されたものが新品種となる｡

種子の生産のうち唯一原種(pre-foundationseed)のみISRAで生産され,一般種子の生産は民間団体であ

るUMSの指導の下に種子生産農家によって行われるo

今回訪問したBambe農業試験場では､落花生68トン､メイズ6トン､米5トン､ミレツト4トン､カウピー

5トン及び大豆2トンの他オニオン200kg､オクラ500kg､トマト100kg, Hotpeper8kgの野菜種子を生産し

ている｡種子の検査､調整用機器としてはdivider,Seedcounter､ BalaJICe､拡大鏡,germinater (Model-AE9) ､

Gravity(Model-Westrup)脱穀機(Model-DENS,D50)など質量とも不十分で老朽化が進んでいた｡又,種
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子圃場は8haに港瀧施設があるが,揚水ポンプと配管に支障があって利用できず､他の水源より2haの藩瀧

を行っていた｡

今後u柑Sはp.A.Sから譲り受けた資金(5.29億cAF)を使用して種子流通の倉庫建設への投資,運営費,

農民補助などの活動を通じて民間分野の一般種子の生産流通活動を支援していく予定である｡
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図1 セネガル農業省組織図

DISEM

(種子部)

PASS

(種子検査)
UNIS (Union Nationale Interprofessionnelle des Semenciers

(種子生産-民間団体)



図2 ISRAの組織図

DRPF

NRF

CDH

DRPH



3.農業試験施設整備計画の概要

種子の研究,開発､原々撞･原種の生産､検査､保管､一般種子の生産､配布(流通)という流れの中

で､一般種子の生産以降は民間-の移管が進んでいる｡本プロジェクトはこの様な事情を踏まえて原々種･

原種の生産,品質向上の分野に焦点を当て,優良品種の確保､農業生産の振興を通じて国家経済の発展に

寄与することを目的とする｡プロジェクトは二つのコンポーネントから成り､一つはISRA中央農業試験

場の種子研究､生産施設の整備であり,他の1つはKeurMomarSaLrに位置する原種農場の設立である｡

(1) ISRA中央農業試験場(Bambey)

ア. 10haの種子圃場の藩政施設の整備

イ.種子選別施設(選別､消毒､袋詰め)及び運搬車輔の整備

ウ.原種保管倉庫の建設

エ.脱穀などの作業場の建設

オ.分析用のラボ機器の整備

カ.種子生産に必要なトラクター等開場管理機械の整備

(2)原種生産農場(KeurMomarSarr)

ア.種子圃場の藩政施設整備

イ.原種保管倉庫の建設

り.脱穀等の作業場の建設

エ.農業機械,車輪の整備

オ.分析用のラボ機器の整備

4.総合所見

ISRAは種子の研究､開発､原種の生産を行っている唯一の機関であり,優良種子生産の出発点と云え

る｡優良種子は特に穀物生産において増産効果が大きく､この種子をタイミング良く安い価格で供給する

システムを整備することは農業振興に不可欠である｡

乾期に生産した種子は一般に良質である｡このことから藩政施設を整備することは,効率良く上質の種

子を生産する上で有効である｡本計画に対しては､セネガル側も強力な推進を希望しており､日本の無償

資金協力の制度により早急に進めるべきと考える｡
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[参考資料] セネガルの種子法

セネガル共和国

品種の登録､並びに種子又は植物の生産､証明及び取り引きに関する法律

に関する説明

農業部門は,セネガルの経済社会開発計画における優先分野の一つをなすものである｡従って､国は政

策を定め､固有の戦略を決定して,この分野において進むべき基軸路線を明らかにしている｡

これに伴う奨励措置には､次のものがある｡

一生産者の責任引受の強化と農民組織の活性化,指導方法の再調整

一投入物調達手続きの改善

一投人物及び産出物の自由化による流通機構の健全化

目標としては､食糧安全保証の確保及び工葺･園芸作物の発展を耕地面積の拡大と収量の大幅な改善に

よって目指すことが定められている｡そのためには､次の手段に訴えることが必要であろう｡

-最新且つ適切な生産技術の適用

一高性能の生産要素の利用｡そのうち第一の要素は種子であり､実際､高品質の種子では約25%の
生産増加が可能である｡

しかしながら､種子政策の実施には,生産性の向上に従い農業者の所得向上を指向し,品質の悪い種子

の使用に伴うリスクから農業者を保護しうる一連の規定を定めて施行することが必要である｡

正確に言えば､この種子法が目指すのは次のことである｡

-セネガル農業の播種用に推奨される品種又は系統の一覧表を定義し､これにより我が国の経済気

象条件に適さない品種が無秩序とは言わないまでも,統制されないで導入されることから生産者

を保護すること｡

一種子の生産､調質､貯蔵､検査､商品化､輸出入を組織化すること｡遺伝範噂ごとの優良連子
(プレベース,ベース及び保証種子)の取得条件は,所定の科学技術的基準に従う｡この基準を

遵守することで種子の生産が保証され､その品質保証マークは国境を越えて目覚ましい販路を開

拓することが可能であろう｡

以上が品種の登録並びに種子又は植物の生産､証明及び取り引きに関する法案の骨子である｡

国民議会は､ 1994年12月23日の会議において,この法案を審議し､採択した｡共利同大統領は,以下の

内容の法律を公布する｡
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第Ⅰ章一総則一定義

第1粂 この法律は､種又は世代の如何を問わず､品質の登録並びに種子又は植物の生産､証明及び

商品化の条件について規定する｡

第2粂(種子又は植物)の呼称は､生産又は増殖用のあらゆる種類の植物又はその一部に充てられ

る｡

第Ⅱ章一品種登録

第3条 目掛こ登録されるため､現在我が国の領土において普及している品種は､農業担当省による

調査の対象となるものとする｡

新品種の登録には,この調査によって当該品種がセネガルの支配的条件に適合し､最も栽培されてい

る品種よりも優れており､且つはっきり異なり,均質で安定していることが証明されることを必要と

する｡

目録への登録は､農業担当大臣が政令によって設置される(種子又は植物)諮問委貞会の意見を聞い

た上で､農業担当大臣令によって行う｡

第Ⅲ章一種子又は植物の生産

第4条 種子又は植物の生産は､プレベースの種子から,さまざまな世代レベルの植物物質を増殖す

ることである｡

第5粂 販売を目的とする種子又は植物の生産は,そのための認可を受けた自然人又は法人のみが行

うことができる｡この認可は､必要な施設､有資格の要員を有し､且つ種子法規に違反していない全

ての申請者に与えられる｡種々の生産形式の認可条件については､政令によりこれを明確にする｡

第Ⅳ章一証明

第6条 証明は､現場及び/又は実験室における検査プロセスの帰結であり､提出された種子又は植

物について,政令によって定める技術規則に明記される変種及び固有純度､発芽又は水分の基準への

適合を確認することを可能にするものである｡

第7粂･前条に規定の検査では､種子及び植物の生産､収穫､調質､保存規準の通用について検証する｡

第8粂 実験室分析は､政令で定める方法に従って,これを実施する｡
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第V章一種子の取引

第9粂 商品化されるためには,種子又は植物は,この法律の第3粂及び第6粂に定める条件に従っ

て証明されなければならない｡

種子又は植物取引を営むには､事前に農業担当省に届け出るものとする｡

第10粂 種子又は植物の全ての輸入業者,輸出業者又は流通業者は,政令で定める条件に従って種及び

品種毎の取引帳簿をつけなければならない｡

第Ⅵ章一罰則

第11条 この法律の基準に違反する者､■なかんずく以下に掲げる者は､食料品の統制に関する1968年5

月27 E]付け法律第68148号及び寄生動植物の駆除を義務づける1960年3月10日付け法律第60-121号により､

50,000フラン以上2,loo,000フラン以下の罰金及び/又は種子又は植物取り引きの営業禁止に処し,且つ

刑法に定める罰則を妨げない｡

1.この法律の第9条に定める届け出を行わずに種子又は植物の取引を実施した者

2.以下に掲げる種子又は植物を販売するか,販売に提供した者

(a)この法律の第3粂に従ってセネガルで栽培される種及び品種目録に記載されていない種子又

は植物

(b)この法律の第6粂に従って定められる基準に適合しない種子又は植物

3.方法の如何を問わず,検査職員の職務執行を妨げた者

4.販売禁止に違反した者

5.何らかの物質で処理した種子を人間又は動物の消費目的に販売した者

6.取り引き帳簿の作成義務に違反した者

この法律は国の法律として施行されるものとする｡

1994年12月23日､ Dabrにて作成
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Ⅱ. ブルキナ･ファソ国

種子生産施設整備計画

プロジェクトファインデイング調査報告書
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蹟繭が必蕾む嶋養護島・（亀魅個昭桝．盟乱翳場1・

改修が必要な灌漑水路（KAMBOINSE試験場）
典型的な貯水池

貴鼻徽義細心は闇A縫鴨嶋I

農業機械（FARAKOBA試験場）

醜蠍が卦算を犠体圧AM卦別川正銘義嶋J

改修が必要な堤体（KAMBOINSE試験場）

ペダル式種子選別機（FARAKOBA試験場） 儀r｛瞥慎蝿t押収山《婦人鐘鹸嶋J

種子貯蔵庫（FARAKOBA試験場）

倉庫、乾燥場及び試験サンプル（FARAKOBA試験場） 種子貯蔵庫（FARAKOBA試験場）
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翼膿塞く仙此他人統義嶋）

実験室（FARAKOBA試験場）

集離職静はNS駕最等十

実験機器（SNS実験室）

巣鴨徽静はN真義竜）

実験機器（SNS実験室）

㈹象轟丁サーービバは鵬）の地相

国家種子サービス（SNS）の建屋

真義徽好はN米糠電）

実験機器（SNS実験室）
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ll.ブルキナ･ファソ国 種子生産施設整備計画

1.ブルキナ･ファソの概況

1.1国土と人口

プルキナ･ファソはニジェール､マリと同様に西アフリカの内陸国でありマリ,ニジェール､ベニン､

トーゴ､ガーナ及びコートジボアールの6カ国に取り囲まれている｡

国土面積は274,200kdで､人口は1995年で1,020万人(35人/knf)である.近年､多数の移民者が近隣の

コートジポア-ル,ガーナに職を求めて流出したが､これらの国の経済不況に伴ってその多くが戻ってき

ている｡

人種の構成は､南部にポボ族(Bobo)
,北部にモシ族(Mossi) ､東部にゴルマ族(Gotma)が定住し､

北部から東部にかけて半遊牧民のフラニ族(Fulani)が居住している.

マリとの国境の南西部からパンフオラ斜面にかけては､第一砂岩から成っている.プルキナ･ファソも

ギニア,マリ､ガーナと同様に広大な岩石が広がり､土壌は貧弱で保水力に乏しい｡国土のそれ以外の地

域はミカゲ石､片麻岩及び片岩に覆われ,軟らかい砂又はラテライトから組成される｡

年間降雨量は635-1,145Ⅷlと少なく雨期は5月-9月に集中する｡水源は河川及びグルマ沼沢(Coma)

を除いてはきはめて乏しく､これらの水源も前者は大規模な根絶計画にもかかわらずsimulium蝿､後者

は人畜の眠り病の原因となるツウエツウエ蝿の発生源となっている｡この様な厳しい自然環境の為に人口

は北中央部モシ州に密集している｡

ブルキナ･ファソは莫大な鉱物資源を有すると思われているが,金､マンガン､大理石及びアンチモン

がようやく発掘の緒に着いたばかりであり､銀､ニッケル,亜鉛､鉛,リン酸塩及びバナジュウムについ

ては埋蔵が確認されている段階である｡

1.2 社会･経済の概況

ブルキナ･ファソは西部サハラのサバンナ地帯に属する内陸国として大きなハンディキャップを背負っ

ている｡農牧業国家としてその生き残りを図るべく最大限の努力を続けており､工業化なり貿易立国といっ

た近代化-の道は険しい｡人口の過半数は地方に居住し､自給自足と現金作物(casbCrops)
､果物､野

菜､家畜及びたきぎから得られる若干の収入により生計を営んでいる｡

ブルキナ･ファソは周辺6カ国と良好な経済,政治的関係を維持している｡多くの移住者が短期で又は恒

久的にアイボリーコーストで働いており､又ガーナへも多くが出稼ぎに行っている｡これらの移動を通じ
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て近隣諸国との経済交流は密接となり､各種の消費財がブルキナ国内に持ち込まれる｡

プルキナ･ファソの貿易収支は100,200百万CFA (187百万uSS)の赤字で､その殆どは外国援助で穴埋

めされている状況にある｡

製造業は小規模なものに限定されており､地域的にはポポーデイオラツソ(Bobo-Dioulasso)を中心に,

一部が首都のワガドグ(Otngadougou)にあるo輸入代替産業としてはビール､製粉,自転車の組立て､

バッテリー生産など国内消費向けである｡

地場産業としては綿布､繊維､皮革､製糖及び食品加工業などがあり,綿布を除いては輸出への貢献度

はそう大きくない｡皮革､衣類､木材及び金属製品などの小規模家内工業も地域と観光向けの製品である｡

これらの産業は括発であり､産業構造の拡大と労働力創設に大きな貢献をはたしている｡

国内の鉱物資源は本格的開発が始まったばかりであり､プルキナ･ファソの外貨獲得に寄与できる規模

に拡大できるか未知数である｡

1985-92年のGNPの年平均成長率は0.9%であり､低成長の原因は天候不良と出稼ぎ者からの外貨送金

の減少である｡ 1993年の1人当りGNPは300US‡で1980年代に比べても低かった｡政府は1991年以来Ⅰ.M.F,

世銀,その他援助国の支援を受けて構造調整計画を実施してきている｡ 1994年1月のCFAフラン50%平価

切下げは､プルキナ･ファソ経済遂行に大きなインパクトを与えた｡いくつかの産業分野では輸入製品と

の競争で,閉鎖の危険に瀕しているものも多い｡

ブルキナ･ファソの近代化と経済成長にとって最も期待されるのは,鉱業分野,中小企業､資源依存型

産業の発展､ヨーロッパ向け園芸作物の輸出促進及び観光業である｡

1.3 農業の概況

1990年のプルキナ･ファソの農牧畜産業はGNPの44%､労働力の85%を占めたo気候に恵まれた年には､

不作年の厳しい食糧不足に持ち堪えるだけの食糧備蓄が行われている0 1992/93年のミレツト･ソルガム

の生産量は2,075,600トン､とうもろこし341,300トン,米は46,700トンをそれぞれ示したo

農業生産性の改善は開発計画によってある程度実現してきたが､面積拡大は不安定な気象条件,不十分

な水供給及び貧弱な土壌条件から見て困難である｡

自給自足型農業が耕地の90%に当たる､ 500万haで営まれている｡食糧需給を満たすためのいくつかの

稲作開発プランがある.ナンカベ川(Nankabe)のバクレで実施中のあるプロジェクトは5,000haの港激闘

発計画で､ 32,000トンの栄と15,000トンのとうもろこし及び7,500トンの野菜生産が期待されている｡

かつて現金作物は自給作物の作付残余地に植え付けられ､ 1980年代にはカシューナッツ70,000トン､ご

ま4,000-6,500トンが各々生産されていた｡
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最近では綿花､落花生､砂糖､カシューナッツ､農園野菜に対してヨーロッパ開発基金(European

DevelopmentFund)を使った政府による莫大な投資が実施された.

最も重要な現金作物は綿花であり､現在の生産量は1985年当時に比べて約2倍となっている. 1988/89

年の14.6万一ンと低い水準から, 1990/91年には19万トンに回復,しかし1992/93年には16.2万トンに下落

している｡今や綿花栽培に農民の1/3が従事していると見られる｡その要因は綿花栽培の高い収益性にあ

り､その反動として落花生生産は凋落傾向にあり,又自給穀物も圧迫されている｡

砂糖キビの生産は1974/75年に始まったが､最近では年間製糖換算で40,000トン以上の生産高となって

いる｡

基本食糧自給を達成するため､サンクラ政権(sankara, 1983-87)は､土地の国有化､国家予算の農業

分野への投入拡大(40%)及び農産物価格の上昇を囲った｡又村落共同組合が実施する小規模プロジェク

トにも力を注いだ｡この政策はコンパオレ政権にも幅広く引き継がれた｡ソウロオ谷(sourouvillege)

の自助プロジェクト15,700haの藩概地造成のためのダム及び水路建設に住民労働を用いて､穀物と野菜を

生産するための小農民用区割りと砂糖,綿花､油糧作物の開発のための国営農場が造成された｡第2期工

事として40,000haの藩敵地造成プロジェクトも着工中である｡

1.4 畜産･水産･林業の概況

1991年の畜産セクター(家畜､食肉､皮革等)は輸出収入の14.1%を獲得したが､これは以前に比べて

相当減少している｡ 1992年には牛4.1百万頭,羊5.4百万頭､山羊6.9百万頭がいた｡

北東部の人口希薄地帯で半遊牧民フラニ族(Fulani)による牧畜が行われる一方､西部地域では家畜生

産の大規模プロジェクトが実施されている｡

FAO支援によりブルキナ･ファソを含む眠り病汚染地域に対する防疫対策が西アフリカ地域プロジェク

トとして実施されている｡

年間7,600トンの小型魚が獲られ､地場消費される｡森林は多いが､木材生産はそれ程多くない｡しか

し､外国企業がコムピンガ及びバグレダム(KompiengaandBagredam)周辺で木材開発プロジェクトに投

資している｡
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表1 ブルキナ･ファソの農業生産(1,000トン)

1990 199l 1992

とうもろこし 258 315 310

､レット
449 849 785

ソルガム 751 1,238 1,179

栄(初) 48 39 49

野菜 229 236 245

果物 70 71 72

豆類 120 120 120

落花生 134 99 110

綿実 116 107 100

綿毛 77 77 71

砂糖キビ 380 350 350

甘藷及びヤムイモ 61 61 76

出典; FÅo Production year book

2.ブルキナ･ファソの種子生産･配布の状況

2.1種子政策

種子生産､検査を規定する種子法は存在しないが､種子国家委員会(SNS)と新品種認可科学委員会

(CSHV)があって必要に応じて機能することになっている｡又種子の品質検査は農業省資材･機械局の

下部組織によって実施されており､国際種子規格委員会(ISTA)の規定に準拠して行われる｡

種子分野への海外援助は､改良種子の増産,普及活動支援として1974年-87年に亘ってUSAIDにより実

施されたが､その後大きな援助プログラムは見当たらない｡最近､構造調整政策の下で種子関連産業の再

組織化と生産の推進を図るためのプログラムが下AO等の支援により｢ブルキナ･ファソの種子セクターの

開発政策とプログラム｣が策定された｡その中で特徴的なものは生産増大に見合う米種子の生産増強､穀

物､野菜等の普及用種子の生産強化検査体制の整備である｡
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2.2 種子の研究･開発

桂子の研究･開発を担当するのは中等･高等教育及び科学研究省(MinisbY OfSecondary and Higher

Education and Scientific Research)に属する農業試験研究所(耶ERA ; Institute for AgriculturalStudy and

Research)である. rNERAはE皿Iboinse (Ouagadougou)本場のほかSaria､ Farakoba､ Kotnri, Niangoloko

及びDiの5支場を有する｡

INERAに属する育種研究者は15名で､ソルガム､ミレツトメイズ,米､落花生など9作物の育種を担

当している｡

新品種が開発されると､ PAPEM (Multi-sitepre-extension and Trials Support Station)で少なくとも2年間

テストされ､これに合格するとさらに一般農家圃場でテストされて､新品桂としてリリースされる｡

訪問したFafakoba農試(Bobo-Bioulasso)では､最近米品種として天水日用のFKR33､スワンプ用の

FKL19をリリースしたが､この品種改良の目標は多収穫(5tAla)であったo

メイズ品種では白色メイズとしてSR22､ EV84 21SR,及びEV84 44SRを,又黄色メイズとしてMaka,

FBMS及びFBC6を開発したが､改良の目標は多収穫と耐病性であった｡

全国的には最近ミレット13品種､ソルガム15品種､メイズ19品種､米8品種,落花生8品種､大豆5品種

など11作物で84品種がリT) -スされた｡

桂子の品質検査は農業省資材投入･農業機開局(DIMA)の下部組織である検査センターがISTAの基準

に準拠して実施しているが,検査機器の不備により簡単な肉眼検査が中心となっている｡

2.3 種子の生産･配布の状況

原々種(pre-base)及び原種(pre-foundadon seed)はEVERAの各試験圃場で生産され一般種子(Extension

seed)はCRPA, UPAP (Agro-pasturalproductionUmits)農業共同組合及び農家で生産されている.

1989/90年の原種と一般種子の栽培及び生産量は以下の通りである｡
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表2 原種と一般種子の栽培及び生産量

原種 一般種子

面積ha 生産量kg 面積ha 生産量kg

､レット
1.0 846 16.50 12,309

ソルガム 4.05 3,057 25.50 38,269

メイズ 4.0 1,565 18.50 42,538

栄 1.0 1,610 6.50 ll,328

落花生 15.5 26.063 32.00 36,842

大豆 1.2

カウピ 2.5 1,328 13.56 10,035

農業省資材機開局(DIMA)は種子の品質検査とともに種子生産農家の技術指導を行う機関として国家

種子サービス(Sen′iceNa血nldesSemences)を持っている｡この機関は種子生産指導の為の技術者10名と

検査員S名がおり､他部局の技術者の応援(10名程度)を得て,全国12箇所に点散するCIPAを拠点とし

てこれらの活動を行っている｡

3.種子生産施設整備計画の概要

種子の研究･生産分野の状況は前述したとおり新品種の開発研究はINERAが担当し､原種の生産､種子

の検査,種子生産農家の指導､優良品種の普及などはDIMAが担当している0

前者については世銀プロジェクトによりINERA6試験場の研究樵,宿舎など基礎的施設が整備され､今

後予定される世銀フェーズIIプロジェクトにおいて研究施設の｢層の充実と農民普及の強化が図られるが､

種子開場､貯蔵施設､種子調整用機械,実験用機器等は老朽化しており､質量共にきわめて不充分である｡

又､後者については構造調整政策の余波と民営化の流れの中で本来的な業務を遂行することが困難な状態

にある｡

今回の種子生産プロジェクトでは上記の事情を考慮し､いかに優良種子の増産体制を整えるかに配慮し

た｡

(1) 】NERAの種子生産設備の強化

ア. Kamboinse試験場の港救国場整備

イ.試験場及びSTATIONの原種貯蔵施設の建設

り.分析用器材など実験用器材の整備
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エ.輸送用車輪の整備

(2) Bagre種子農場(栄)

ア.種子貯蔵施設の建設

イ.トラクタ-､脱穀機等の農業機械の整備

り.種子調整用機械､輸送機械の整備

(3) Kaibo, Dedougou, Gomre及びseguere桂子農場(米以外)

ア.種子圃場の整備(藩政施設)

イ.種子貯蔵施設､乾燥施設

り.トラクター,脱穀機等の農業機械の整備

エ.種子調整用機械､輸送車両整備

(4) Dm4A

ア.検査用試験機器の整備

イ.教育用器材､車輔の整備

4.総合所見

プルキナ･ファソの農業依存度はGNPの30%,労働人口の85%､輸出収入の60%と高い割合を示して

いる｡鉱物資源の増収も急激には期待できないことから､今後とも穀物の増産に努め食橿自給を達成し､

現金作物の振興により外貨獲得を図ることが国策に合敦すると考えられる｡

耕地面積は国土の11%で300万ha有り,比較的肥沃であるが降雨量が中央部から北部にかけて300-800

mmと少なく､藩政面積も耕地面積の1%程度と少ないことから干魅の被害を受けやすい｡

1991年の食料品の貿易収支は輸出が畜産品､野菜等3,826百万cFAに対し､輸入は米を中心とする穀物､

乳製品等29,186百万CFAと大幅な入超を示している.

米の自給力向上のためにいくつかの港瀧プロジェクトが計画されているが､完成には長い年月を必要と

し､早急な増産効果は難しい｡優良品種の開発､普及は既存の制度の中で若干のテコ入れにより大きな効

果を上げ得るものと考える｡プルキナ側も本整備計画の早期実現を強く希望しており､日本の無償資金制

度により本案件が推進されることが妥当と考える｡
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添付資料

1.調査団のメンバー･略歴及び現地調査行程

2.面会者リスト

3.収集資料リスト

4.フランスの研究･援助機関の概況

l. CIRAD (フランス熱帯･亜熱帯農業研究機構)

2. ORSTOM (フランス科学･技術研究所)

5.TOR

l.セネガル共和国 農業試験施設整備計画

2.プルキナ･ファソ国 種子生産施設整備計画



資料1調査団貞及び現地調査行程

(1)調査団貞

Mission LBader

Mission Me血ber

(2)現地調査行程

マサンバ ゲイユ

農業開発､藩叔

太陽コンサルタンツ㈱ 海外事業本部

加々井 悦朗

農業,農業機械

太陽コンサルタンツ㈱ 海外事業本部(嘱託)

No. 月日 曜日 現地調査行程

1 11月11日 土 成田よりパリへ移動(AF275)

2 l1月l2日 日 パリよりセネガル国ダカールヘ移動(RN273)
3 11月13日 月 自治プロジェクト(FAS)及び種子局(DⅠSEM)

4 11月14日 火 農業試験場(BAMBEY)訪問

5 11月15日 水 日本大使館,農業試験場(DAKAR本部)

6 11月16日 木 自治プロジェクト(FAS)及び種子局(DⅠSEM)

7 11月17日 金 農業省､JⅠCA事務所

8 11月18日 土 資料整理等

9 11月19日 日 同上

10

ll

11月20日

11月21日

月

火

セネガル国ダカールよりプルキナ.ファソ国ワガドクへ移動､

資材.農業機械局(DⅠMA)

国立種子サービス(NSS)農業試験研究所(NERA)

12 11月22日 水 INERAカンポニス支場
13 11月23日 木 INERAファラコバ支場(BOBO市)
14 11月24日 金 DIM､NSS､INERA

15 11月25日 土 周辺視察,資料収集

16 11月26日 日 プルキナ.ファソ国ワガドクよりパリ-移動(AF7209)

17 11月27日 月 CⅠRAD､ORSTOM

18 11月28日 火 同上

18 11月29日 水 パリより成田へ移動(AF276)

20 11月30日 木 成田着
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資料2 面会者リスト

(1)セネガル国

Godoul Bassene

Barba Dieng

Kisma Wague

M. Dieme

lbrahima sらne

Famara Massaly

Babou Boy

Papa Leopold Sarr

Samba Aw

Ma'l'mouna L6 Gueye

Toru Togawa

Hidekazu Nagasawa

Papa Senpold SAR良

Samba AW

(2)ブルキナ･ファソ国

Christophe K. Yameogo

Jean Claude Ou6draogo

T. Gustave Guinko

Bassary Ouattara

N. Joseph Ou6draogo

Mme Dah nee Mini Pale

Victor Hien

Gouyahali Son

Amos Miningou

Hema ldrissa

B elibie Nebie

Bertin Zagre

Jerome B elem

Kabie Madi

Dr. Dona Dako110

Yakouba Kone

Albert Rouamba

Kabre Madi

Directeur FAS

Responsable Ehdes-Suivi-Evaluation, PAS

Ingemieur Agronome, Contr61e Qualite,DISEM

Chef de Bureau, Contr81e Qualite,DISEM

Chef de Division DISEM

Cellule de Production de Vaccins et de Semences, ISRAIBambey

Technicien ISRA侶ambey

Directeur Technique, ISRAn)akar

Coordonnateur de l'UNIVAL, ISRAn)akar

Chef de la Section Preparation et Evaluation des Projets,Cordinatrice du

Programme Special SecuriteAlimentaire, Ministとre de 1-Agricuture

Chef de Bureau JICA, Dakar

S卓cretaire EOJ

Directeur Technique, IS RAJDakar

Coordonnateur de l'UNIVAL, ISRADakar

Secritaire GeneralMARA

DirectetF DmlA

Chef de Service des lntrants, SNS (DIMA)

Technicien Agricole, Inspecteur Semencier, SNS

Chef de Bureau Appui Technique aux Producteurs, SNS

T.S. d.Agriculture, Contr61e Qualite,SNS

Chef de la Division des Programmes de Recherche, mERA

Ingenieur de Genie Rural, Specialiste en Mecanisation Agricole･

mE…amboin se

Selectionneur Arachide, Prg. Proteagineux, NERJUKamboinse

Selectionneur Mars, Prg. SOMINA,ひ屯RJWamboinse

Entomologie Niibe, Prg. Proteagineux, mERA/Kamboinse

Selectionneur Arachide, Prg. Proteagineux, INERA/Kamboinse

Agronome, Cultures Maraicheres, Prg. CMFPT, NERARamboinse

Gestionnaire, IraRAKamboinse

Charge de Recherche Entomologie, INERAGarakoba

S tation de Recherche Farakoba

Selectionneur Programme Maral-chef, Farakoba

INFRA/Eamboinse, Gesdonnaire
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資料3 収集資料リスト

(1)セネガル国

1) Agriculture Senegalaise: Sibation Actuelle; Perpectives dlAvenir, Ministere du Developpement Rufalet

de rHydraulique, 199l.

2) Declaration de Politique de Developpement Agricole (DPDA), Ministere de l'Agriculture, 1 994･

3) Plan dlAcdon de llUnion Nationale lnterprofessionnelle des Semences, 1995-1998

4) Normes pour la Certification des Semences de Legumes, DISEM

5) Guide Pratique desAnalyses au Laboratoire, DISEM, Direction de l●Agriculture, Ministere de

llAgriculture, 1 991.

6) Croissance Agricole Soutenue et SecuriteAlimentaire, Document de Projet,DISEM･

7) Modele deFiche du Programme d-Investissement de la DPDA, Document de Projet,DISEM

8) Analyse des Ressources Humaines et des Activites de Recherches de la DRCSP, ISRA, 1994･

9) Le Centre Nationalde Recherche Agronomique de Bambey (Senegal) ISRA･

10) Implantation de Station de Conditionnement de Semences, PAS, Ministere de l■Agriculture

l 1) L'Agriculture du Senegal, UPA, Ministere de l■Agriculture･

12) Reponses au QuestionnaireRelatif au Projetd.Amelioradon des Semences/Japon, FAS, Ministere de

l'Agriculture.

13) Presentadon des Risultats Definitifs de la Campagne Agricole 1993/1994, Direcdon de 1-Agriculture,

Ministとre de l'Agriculture.

14) Area (ha)Cultivated for Production of First Generation Seeds (Semence de Pre-base), DISEM.

15) Activites de la DISEM dams la Filiere Semences, DISEM.

16) Orgamigramme del'ISRA.

17) Strategic et PlaJI DIActions 1995-1996, Seminaire ISRA.

18) LaLettre del'ISRA, Numero 02 Septembre 1995.

19) Pamphlet ISRA.

(2)ブルキナ･ファソ国

1) Synthese du Document Provisoire‖Politique et Programme de Developpement du Secteur Semencier du

Burkina Faso'-; Minist色re de 1.Agriculture et des Ressources Animales, DIMA, PNUD, FAO, 1992･

2) Politique et Programme de Developpement du Secteur Semencier du Burkina Faso; Ministere de

l'Agriculture et des RessourcesAnimales, DIMA, PNtD, FAO, 1 992.

3) Politique et Programme de Developpement du Secteur Semencier du Burkina Faso -Annexes-;
Ministとre

de l■Agriculture et des RessourcesAnimales, Dm4A, PNUD, FAO, 1992.

4) Pa皿pbletINERA

5) Consultation Sectorielle sur le Programme d'Ajustementdu Secteur Agricole; MARA, 1994･

6) Decret No92-212/P良ES/PM Agri-A portant organisation du MARA

(3)フランス国

1) CIRAD 1994

2) CIRAD, ImageofResearch

3) CIRAD (小冊子)

4) ORSTOM,Annualreportin1993& 1994 (英文)
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5) 同 上

6) ORSTOM

7) L-ORSTOM AU SENEGAL 1995

8) L-ORSTOM AUBURmAFASO 1995

(仏文)
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資料4 フランスの研究､援助機関の概況

1. CIRAD (The French Agricultural Organization forthe Tropics and Subtropics)

-フランス熱帯･亜熱帯農業研究機構-

(1)設立の経緯

cIRADは1984年に農業､獣医学,林業及び食品科学などの研究機関を総合して設立されたo

(2)委任事項(mandate)

調査､実験､訓練及び科学技術の情報により熱帯､亜熱帯地域の経済､社会開発に寄与する｡

(3)国際協力

アフリカ､アジア､南太平洋､南米及びヨーロッパの90カ国との協力｡

(4) 50カ国の国々に研究員派遣

cIRADの研究員チームは各国の研究機関や開発プランに従事｡

(5) CIRADの研究所

研究センターはパリ､モントプリヤーと海外に設置されている｡

(6)職員

900名の上級職貞を含めてl,800名である｡

(7)年間の予算額

9億フランス･フラン(約180億円)

(8) cIRADの活動を支える7部局

1年生作物(CIRAD-CA)

永年作物(CIRAD-CP)

果実･園芸作物(cIRADIFLliOR)

家畜生産･獣医学(CIRAD-EMVT)

林業(CIRAD-For6t)

食品科学･農村組織(CIRAD-SAR)

管理,調査､特別プログラム及び記録(CIRAD-GERDAT)
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2･ ORSTOM (The French Scientific Research lnstitute)

-フランス科学･調査研究所-

(1)組織の概要

事業予算1.8億フラン(約36億円)

職員数 2,500人うち1,500人は研究者､技術者など

組 織 30カ国余に40支部

(2)研究分野

(》 フランス国内の研究組織

ORSTOMは公的な研究所で研究省(Ministry of Research)と国際協力省(Ministry of lnternational

Cooperation)の監督下にある.科学及び技術を研究分野とするo

(参 4つの主要な研究成果

ア.海洋､水及び地球の環境及び生態学

イ.脆弱な熱帯環境下での農業

り.環境と健康

エ.発展する人間と社会

(卦 共同研究

調査研究は南の科学研究機関と共同して実施される｡その結果の科学的､技術的選択はフランスと

海外のパートナーが共同して決める｡ ORSTOMは訓練と特別の科学的支援によって南の国々の科

学的能力の強化を図る｡
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5.TOR

1.セネガル共和国 農業試験施設整備計画

2.ブルキナ･ファソ国 種子生産施設整備計画
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1.セネガル共和国 農業試験施設整備計画

MmSTERヱDE LIAGRICtJLTURB

INSTrrtm SENEGALAIS DE RECHERCHES AGRICOLES

(ANNE耳)

COOPERATION F7NANCⅡ;RE NON-REMBOURSABLE Pju LE GOUVEMNT

DU JAPON

TERMES DE REFERENCE

DU

PROJET DE PRODUCTION DE SEMENCES AMELIOREES

(FEVRIER 1996)



S OMMAmE

PLAN DE SmATION

Ⅰ.CONTEXTE DU PROJET

l. Bref profil du S6n6gal

2. Situation actuelle dams le secteur semencier

3. Orgmisation de la filiとresemenciとre et r81e

des diffirents intervenants

Ⅱ.TERMES DE REFERENCE DU PROJET

1. Nicessit6 /justificationdu projet
2. Objectif

3. Aire du prqjet
4. Elements du

projet
5. Informations sur le climat de Bambey

ⅠⅡ.SPECIALISTES POUR L-ETUDE

1. Sp6cialistes JaPOnais

2. Spicialistes sinigalais

IV. PLANNING D'EXECUTION TECHNIQUE

Ⅴ. DONNEES DISPONIBLES

VI. ENGAGEMENTS A PRENDRE PAR LE GOUVERNEMENT

DU SENEGAL

1

l

つム

3

O

l

ー

5

5

′0

′
h
)

8

0ノ

0ノ

9

ー

ユ

ー



CARTE DE SITUAT10N

MALl



Ⅰ.CONTEXTE DU PROJET

1 ･ Bref profil du S6n6gal

LeS6n6galest situ6 sur la cらte ouest du Continent Africain entre 12030'et 16030- de latitude

Nord et entre 1 lO30'et 17030T de longitudeOuest. II couvre une superficie de 197.000 km2

et a une population de 7mi11ions d'habitants dont plus de 40% sont concentris dans les zones

urbaines, avec prとs de la moitii concentrie dans la region SurPeuP16e de Dakar･ Cette

population se caract6rise parune densit6 moyenne de 35 habitants瓜m2 et une assez forte

croissance d6mographique de 3%.

Le Produit NationalBrut (PNB) equivalent a 780 dollars E.U. partete en 1992 a iti plus ilevi

que dams tout autre pays de 1-Afrique de 1.Ouest. La croissance du Produit lnt6rieur Brut (PIB)

qui 6tait en moyenne de 2,3% paranen 1970-1980 s-est 16gとrementam61iorie a 3% paranen

1980-1992 au mime niveau que le taux de croissance dimographique (estim6 a 3% paranen

1980-1992). En 1992, 1e PIB a iti chiffri a 6,277 milliards de dollars E.U. selon leg

estimations de la Banque Mondiale･ Le secteur mral occupe leg 2/3 de la population et

contribue pour une valeur ajout6ede prとs
de 20% au PIB.

Sur les 19,7millions d'ha que constitue le territoire national, leg superficies cultivables sont

estimies a 3,4mi11ions d'ha dont en moyenne 2,3mi11ions d'ha sont effectivement cultiv6s

avec l'essentiel de la production agricolemis a 1.actif des cultures pluviales, 1es superficies
′

irrlgueeS ne rePr6sentant que 4% de ces surfaces cultiv6es･ Les pares nationaux et reserves

occupent 1,3mi11ions d'ha; 1es forets non classics reprisentent 7,0mi11ions d-ha; 1es zones a

vocation sylvopastorale sont estim6es a prとs de 5,0mi11ions d-ha.

Leclimat du S6n6galest dutype tropicalsec prisentant deux saisons:
- 1a saison sとche de lami-octobre a la ml-)uln;

･ avec un alizi maritimefrais et humide soufflant sur la region c6tiとre,

･
1■harmattan,aliz6 continentalsaharien set, balayant 1-int6rieur qul COnnal^t des 6carts de

tempirature sensibles entre le jouret la nuit;
- 1a saison des pluies de lamijuin a lami-octobre qul eSt CaraCtiris6e par la mousson. Les

pluies diminuent en intensit6 du Sud au Nord. De 1800mmd'eau paran dejuin a octobre au

Sud, elles dicroissent jusqu'a300 mm au Nord o包elles durent deux mois.

L'agrlCulture JOue et a tOujoursJOui un r61e vital dams le d6veloppement 6conorruque. Ceci

JuStifie les nombreuses politiques agricoles men6es JuSqu'a ce JOur depuis les annies 1980



pour soit corrlger les lacunes constat6es dams les pricidentes politiques, ou soit impulser une

dynamlque de croissance dams le secteur･ L'objectiffondamentaldu PlandTOrientation pour le

Diveloppement Econormque et Socialactuel promouvoit rautosuffisancealimentaire tout en

consolidant les cultures industrielles dams le cadre drune redynamisation du monderuralet du

secteur priv6. Il met l■accent sur la diversification des cultures coⅡune une orientation

essentielle de 1-agriculture s6n6galaise.

L'autosuffisancealimentaire au niveau estompi de 80% a l'an2000 ne se r6alisera que parune

intensification de l'agrlCulture dont 1-utilisation de semences de variit6s a haut rendement

silectionnis est une des conditions indispensables, particuliとrement dams le contexte nouveau

de la devaluation du Franc CFA Ganvier 1994), oa le島prix des facteurs techniques chimiques

(engrais)et micmiques (mat6rielagricole)ou motorises se sont considirablement renchiris.

2. Situation actuelle dams le secteur semencier

Les systemes de production et de distribution de semences silectionn6es nlont pas fonctionn6

de fa90n efficiente dQ principalement a des probl主mes de limitations budgitaires de 1-Etat. La

prlVatisation de la filiとresemenciとre entamie depuis 1988, a fait 6merger un secteur prlVe

●
′

enclin a s-organiser, a se promouvoir et a permettre a 1-Etat de r6sorber le deficit quasi

chronlque de la fili主re･Avec la privatisation, 1e service charge de lamise en oeuvre de la

politique semenci色re s'est scind6 en deux entitis: 1-une sloccupant de la promotion d'un

secteur privi performant dams la filiとredams le cadre du ProjetAutonome Semencier (PAS), et

l'autre prenant en charge les fonctions de riglementation avec lesmissions de Contr61e et de

Certification des Semences et Plants produits localement ou import6s, dans le cadre de la

Division des Semences (DISEM) de la Direction de rAgriculture.

Le PAS a jou6 un rらle remarquable en assistant les pnves semenciers dams l■auto-organisation,
●

′

la structuration interne, 1e fonctionnement de leurs instances dirigeantes, 1-acc6s au credit de

commercialisation, 1a fTormation en gestion et en techmique de contr81e, etc..

●
′

A date, 1es prlVeS SemenCiers semblent avoirmieux assimili la culture de la prlVatisation et se

montrent disposes a s'impliquer r6solument a travers une structure interprofessionnelle

(UNIS) regroupant tous les privis semenciers, restructur6e, renforcie techniquement et

matiriellement et a assumer des responsabilit6s importantes dams le cadre de la pnvatisation de

la filiとre.
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La fin du PAS en dicembre 1994 a pemis de transfirer a 1-UNIS la pl血itude de responsabiliti

en matiとre de production, de commercialisation et de promotion des semences et plants,alors

que la riorgmisation de la DISEM a transf芭r6 aux opirateurs privis le contr61e au champ.

Cependant, 1a DISEM doit b占riter du FAS les fonctions de coordination et de suivi de la

politique semenciとre en plus des暮fonctions d'animation du Comit6 Teclmique Permanent des

Semences (CTPS), a crier dams le cadre de la legislation des Semences en cours d-adoption a

l'Assemblie Nationale.

3. Orgmisation de la filiとresemenciとre et r61e des dif:firents intervenants

a)Dispomibiliti du matiriel ginitique

L.ISRA (InstitutS6n6galais de Recherches Agricoles) est 1-obtenteur et/ou le ditenteur de

matiriel g6nitique v6g6tal. L-institut garde des collections actives demi1, arachide, malts et

niibi dams quelques unes de ces stations, aussi bien que des collections de base et actives de

sorgho et de 一iz.

b)Amelioration gin6tique

Plusieurs variitis amilior6es, particuliとrement demi1, sorgho, mal's, niibi,arachide, riz et

coton sont disponibles.

La restructuration de rISRA en 1992 a cri6 1a Direction de Recherche sur les Cultures et

Systemes Pluviaux (DRCSP). Bas6e a Bambey, cette direction a en charge l'ensemble des

activit6s de recherches portant sur 1-agriculture pluviale au S6n6gal.

Quatre autres directions de recherches ont 6t6 cr66es et sont: 1a Direction de Recherches sur les

Cultures et Systtmes Irriguis, 1a Direction de Recherches sur les Produits Forestiers, 1a

Direction de Recbercbes sur les Produits Halieutiqes et la Direction de Recberches 各ur les

Systとmes et Productions Animales. Chaque Direction a a sa tete un Centre PrincIPal de

Recherche et des stations affili6es ou centres secondaires.

Quatre principaux centres et/ou stations touchant les principales cultures au S6nigal sont

r6partis dams le pays:

CNRA Bambey:arachide,mi1, sorgho, malls et ni6b6

DjibelorZiguinchor:riz, haricot vert et mal's

Richard Toll: riz, olgnOn et bli
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CDH Cambirene: porrme de terre et legumes

c) Production de semences

Le島 semences de p∫e-base sont produites par les services semenciers de l■ISRA dont la

coordination est assurie par1e Service Semencier base a Bambey.Les semences de pr6-base

sont multipliies et servent a la production des semences de base. Les semences de base sont

produites par le FAS et sont vendues a la SONAGRAINES et/ou aux pnves semenciers qul
●

′

produisent les semences certifi6es.

Avec le retrait du PAS de la fili主re semenciとre, 1a production des semences de base sera
■

′ ′

transfirie aux prlVeS SemenCiers regroupes au sein de 1-UNIS et a la SONAGRAINES, celles

de pr6-base restant entre les mains de rISRA.

Les bases seront produites dams les stations ISRA jusque-1autilisies parle PAS ou sur tout

autre site favorable a cette activit6 a 1.int6rieur de la zone de diffusion de la vari6ti pardes
■

′ ′ ′

pnves agrees par1a DISEM.

Pour leur approvisionnement en semences de pri-base, les prlVeS SemenCiers slgnerOnt un
●

′

protocole d■accord avec 1-ISRA.

d) Contr81e de qualiti de semences et certification

La DISEM est chargie de veiller au respect des normes de production de semences. Pendant la

certification, deuxtypes de contr61e sont effectu6s: un dams les champs et un en laboratoire. La

reduction du potentiel humain et financier de la DISEM devait conduire au transfert des

activitis de contr61e dans les champs et a un renforcement de ses moyens. Pour assurer la

continuation de cette activit6, elle devra activement contribuer a la formation des techniciens
●

′

des pnves semenciers et assurer un bon suivi de cette activit6.

Un laboratoire d'analyse des semences existe aussi a l'ISRA, et la teclmiciti de son personnel

en fait un laboratoire de contre expertise de la qualiti des semences en cas de litige. II peut

aussi rendre des services dams le cadre de llanalyse courant des semences et la conduite des

recherches sur des problとmes de qualit6 rencontr6s par les organisations de producteurs

semenciers. L'ISRA peut aussi contribuer a la formation des techniciens des prlVeS

SemenClerS.
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e) Commercialisation des semences

La responsabilit6 de rISRA est maintenant limit6e a la production des semences de pri-base･

Les semences de base et les semences certifi6es sont produites et commercialis6es par leg
●

′
′

prlVeS SemenCiers･ L'UNIS devra negocier avec la CNCAS pour les modalitis d■octroi de

cridit･ Les prlVeS SemenCiers attendent de la CNCAS des conditions de credit de
●

′

coⅡ皿erCialisation plus simples, des credits d-iqulPementS et des credits de production de

semences de multiplication.

Bien qu'il n-yait pas de legislation sur les semences, un projetde loi couvrant la production,
1-homologation, 1e contr61e, 1a certification et la commercialisation des semences a 6ti prepare

′

et est maintenant a 1-6tude.

II.TERMES DE REFERENCE DU PROJET

1 ･ Nicessit6/Justification du projet

Comme relate ci-dessus, I-agriculture a 6t6 et sera un des piliers du diveloppement 6cono皿que

du pays･ La relance de l16conomie du S6nigalet son maintien a une croissance soutenable

depend du d6veloppement du secteuragricole･ La promotion des semences de qualiti conforme

dans une agnculture intensifi6e aidera a relever les d6fis d-autosuffisancealimentaire a l'an

2000 lances par1e Gouvemement.

Dams la filiとresemenciとre, 1e Ministre de 1-Agriculture poursuit les politiques de promotion et

de relance durable de la production de semences de haute qualit6･ Si ces politiques men6es

JuSqu'a ce JOur Ont lev6 certains icueils, certains problとmes subsistent toujours.La recherche

qul eSt un mai1lon important de la chahe devra b6n6ficier de 1-aide nicessaire pour am61iorer

les variit6s de plantes produites et produire des semences de qualiti･ Pourtant, elle constitue

auJOurd-hui un parent pauvre de la filiとredG principalement a des restrictions budg6taires･

Les iqulPementS de recherche et les installations de production sont v6tustes et sont incapables

de foumir la quantit6 n6cessaire de bonnes semences.

Ce
projetaidera

la recherche dans la production des semences de pr6-base et base pour

contribuer a sicuriser la production nationale etaider la monderuralet le secteurprivi a travers

une diffusion plus1arge des semencesam61ior6es, une condition nicessaire pour augmenter la

production agdcole.
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2. Objectifs

Pour sicuriser la production agncole, il est n6cessaire de garantir la disponibiliti en semences

de qualiti conforme･ L'ISRA est la seule institution au S6n6galproduisant les semences de

pr6-base qul constituent la base de multiplication des semences de base et des semences

certifi6es. Ce projetaideraI.ISRA a rihabiliter etam61iorer le Service Semencier du CNRA de

Bambey dams le but de:

ーPrOduire
des semences de qualiti, en particulier c6riales, en quantiti suffisante,

- distribuer ces semences aux paysans a temps,

-

garantir la qualiti a travers des tests soutenus en laboratoire, et

-

stocker des semences de haute qualiti.

3.Alre du projet

Le Centre de Recherche de Bambey situ6 a 123 km de Dakarcouvre auJOurd'hui un domaine

de 650 ha compose de terrains d-experlmentation et d-infrastructures diverses. 400 ha sont
′

●

actuellement exploit6s pour l'agrlCulture pluviale et 1.irrlgation, cette demi主re itant pratiquee
′

sur une fTerme expenmentale de 10 ha r6serv6e a la production des semences d-arachide,mi6b6,

mil et sorgho. L'eau d'imigation provient d.un forage de 50 m de profondeur et de capacit6 50

m3nleure et COuVre les besoins de 1-imigation d･appolnt Pratlquee en Saison humide et ceux de
′

la contre saison･ L･eau est soulev6e par lrinterm6diaire d-une pompe de capacit6 25m3nleure

actionn6e parun groupeilectrogとnealiment6 au gasoil. L'eau est distribu6e vers les champs

par une deuxiとme pompe de reprlSe de capacit6 25m3/beure a partir de trois reservoirs

tampons, deux de 150 m3 et un de 75 m3, coneus pour le stockage de 1-eau pompie a partir du

forage.

Le systとme conna1^t plusieurs limitations da aux pannes fr6quentes du groupe trop v6tuste (en

service depuis 1983), et a I.inefficience des pompes qui occasionne une imigation trop chとre,

particuliとrement pendant la saison sとche. La difbctuositi du systとme limite actuellement la

superficie imigable a huit (8) ha d6coup6s en quatre (4)blocs de deux (2) ha (100 m X 200 m).

Chaque bloc est divis6 en deux (2) petites tranches d'un (1) ha chacune par un tuyau

secondaire souterrain en PVC place dams le sens de la longueur pouralimenter des prises a

robinet mara壬cher (collierde prise plus rallonge) disposies tous les seize (16) mttres. Une

buse munie d.arroseurs de port6e quinze (15) metres est mont6e a la prise pour la distribution

de I.eau d.irrigation･ Cette eau est d.abord achemin6e vers le tuyau secondaire parun tuyau

prlmaire souterrain igalement en PVCaliment6 a son tour par1a pompe de reprlSe. L-irrigation
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est pratiqu6e en deux temps: 1a buse est dispos6e une fois sur une largeur du bloc ( 50 m ) oh

1.imigation est pratiquie･ Aprとs cela, elle est toum6e 1800 autour de la pnse vers rautre moitii

du bloc qul Sera imigue a son tour･ Elle est ensuite diplac6e a la pnse suivante et 1-imigation est
′ ヽ

pratlquie de la mime fa90n que Ce qul eSt dicrit plus haut･ Cette procedure est continuie

JuSqu■a ce que tout le bloc est couvert･ Bien que ce systeme constitue un avとnement sur

1-ancien qul eSt encore Pratlqu6 sur une infime portion du domaine par 1-utilisation de tuyaux
′

epais de surface difficiles a d6placer, ilne sauve pas beaucoup en matiとre de temps d-irrigation

et en energie･ Plusieurs buses seraient nicessaires pour corrlger le problとme･

Une autre limitation rencontrie a Bambey concerne la salinit6 de l'eau dlimigation qul eSt de

l'ordre de lgnitre.

La ferme est situie a deux ou troiskns des locaux du CNRA de Bambey o心existent les autres

infrastructures intervenant dams la production de semences. Celles ci incluent un laboratoire

d'analyse, desaires de sichage, un magasin de stockage et diffirents iqulpementS et machines

agrlCOles･ Le systeme marche de fa90n g6n6rale mais plusieurs problとmes sont relevis et

concernent notamment le magasin de stockage dont la chambre froide qu1, en Plus de sa

capacit6 r6duite, connal^t des problとmes de r6frigiration depulS PreS de deuxans, 1'unit6 de

conditionnement trop vituste (plus de 23ans) et ses problとmes de maintenance, 1es tracteurs

qul SOnt SOuVent au garage, pour ne Citer que cela. Les infrastrctures ont besoin drune

rehabilitation urgente pourripondre aux objectifs
de production fixes.

Dams rensemble, raire du
projetoffre un potentiel certain et

favorise le commencement d'un

nouveau projet.Ce nouveau proJet COnSistera a rihabiliter ou aam61iorer le Service Semencier

de Bambey, cecI Par la rehabilitation des installations existentes et par la fourniture de

1-iqulPement nicessaire et aussI Par la creation d.une ferme semenciとre a Keur Momar Sa灯, un

village situ6 dams la val16e du Fleuve S6nigala environ 260 km de Dakar, oh vingt (20) ha
′

serontaminages pour 1-irrigation a partir du Lac de Guiers.Leprojetpermettra la production et

la distribution de semences de qualit6a temps et en quantit6 suffisante.

Les pnncipales installations existentes qui ftront l'objetde rehabilitation sont les suivantes:

1)ElectropompeCapren汀ype MD50/15A: ; 2 elements, 25 m3nleure Chacun

2) Groupe ilectrogとne a gasoil; 1 i16ment

3) Tuyau primaire ; L: 242 m, PVC 140, PN 10

4) Tuyaux secondaires en PVC; L: 440 m

5) Va血es hydrantes; 3 616ments
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6) Plusieurs prises a robinet maral^cher

7) Plusieurs arroseurs HP 70 a port6e 15 m

8) Buse; 1 iliment

9) B釦iments des pompes; 2 616ments

10) Unite de conditionnement

1 1)Matiriel de transport et matiriel agricole

12) Magasin de st∝kage

13) Aires de s6chage

14) Equipements de laboratoire

15) Equipements divers n6cessaires a la production, etc.

4･ Elements du projet

Les iliments du projetpeuvent etre scind6s en deux categories qul SOnt: 1es 6tudes et les

travaux.

4.1 Etudes

-

revision des itudes, rapports et donnies existents et af托rents au proJet

- 6tude d-avant
projet
ditai116 pour1a rehabilitation de la ferme experlmentale de Bambey

et pour 1.aminagement des 20 ha a Keur MomarSarr; notamment,

. Plandes pompes, debit, dimension

･ Systeme d'imigation a envisager, 6ventuellement drainage

･ Nivellement des parcelles

･ Programme d■ex6cution du projet
. Estimation des coats

4.2 Travaux

a) CNRA de Bambey

- Rehabilitation des installations existentes d'imigation (10 ha),systとme d.adduction

d'eau et batiments

- Remplacement de 1-mite de conditionnement (triage-calibrage-tmitement-ensachage-

pes6e),du matiriel de transport et du mat6riel agricole

- construction d･un magasin de 360 m2 pour le stockage et la conservation des semences

de qualiti, le conditionement et les bureaux
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- construction d-uneaire de battage et de s6chage de 160 m2

- Foumiture d'6quipements pour le laboratoire dTanalyse existent

- Foumiture d'6qulPementS divers nicessaires a la production

b) Ferme semenciとre dams la val1ie du Fleuve S6nigal

-Aminagements
hydro-agricoles

- constmction d･un magasin de stockage de 240 m2

- construction de deuxaires de battage et de s6chage de 160 m2 chacune

- Foumiture de mat6riel de transport et de matiriel agricole

- Foumiture d'6qulPementS divers n6cessaires a la production

5･ Information sur le climat de Bambey

Le climat de Bambey est du type soudano-sahilien se caract6risant parune courte sai島on des

pluies (3 mois et demi) de juilleta octobre et une saison sとche marquee de novembre ajuin.

Les pricipitations sont en g6niral violentes et irr6guliとres; on note une moyenne annuelle de

640 Elm.

Pendant la saison sとche, les temperatures maxlpeuVent atteindre en moyenne 350 a 380C et en

saison pluvieuse 320 a 350C･ Par contre, 1es temp6raturesminl PeuVent Varier en saison sとche

entre 150 et 190C et en biveⅢage entre 210 et 230C.

L-humidit6 devient 61evie vers lemilieu et la fin de l'hivernage et peut atteindre 98 a lOO%.

En saison sとche, 1a zone est soumise aux influences de 1-harmattan, un vent chaud et see le

JOur etfrais la nuit.

L-ivapotransplration potentielleannuelle est de 1.ordre de 2000 Elm.

ⅡⅠ.SPECIALISTES POUR L-ETUDE

1. Spicialistes JaPOnais

Leg sp6cialistes japonaiset leurs activit6s dams l■itude d'avant-projetditailli sont dicrits

colnme Suit:
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Sp6cialistes P6rioded'Etude

(mois)

Travai1de

terrain

Rapport

1)ChefdeMissio血igationetDminage 2,0 1,0

2)Adjoint/Spicialistedanslesinstallationsdeproductiondesemences 2,0 2,0

3)Agronome 2,0 2,0

4)ConceptiondesfacilitisetestimationdescoGts 2,0 2,0

5)Socio,Agro-iconomieet6valuationduprojet 2,0 2,0

2. Spicialistes sinigalais

La contrepartie sin6galaisefoumira les spicialistes suivants:

1) Economiste

2) Agronome

3) Inginieur en Imigation et Drainage

4) Topograpbe
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IV. PLANNING D'EXECUTION TECHNIQUE

Prestations Amie1 Am6e2 Am6e3

Semestre SemestⅠ℃ Semestre Semestre Semestre Semestre

1 2 1 2 1 2

1.Etudes

.Terrain

.Rapport-

2.TraVauX

.Lev6stopo.

.TraVaux
giotechn.

.Elaboration
desplans

dーam6nagem.

Adjudication

.Construct.
etfomiture
desequlpmtS

.Aminage-
mentdes

terres

.Supervision

E/N

Ⅴ. DONNEES DISPONIBLES

1) Agriculture Sin6galaise: Situation Actuelle; Perpectives dlAvenir, Ministとre du

Diveloppement Ruralet de 1-Hydraulique, 199 1 ･

2) Declaration de Politique de Diveloppement Agricole (DPDA), Ministとre de

l'Agriculture, 1994.

3) Plan d'Action de l'Union Nationale Interprofessionnelle des Semences, 19951 1998

4) Nomes pour la Certi丘cation des Semences de L丘gumes, DISEM
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5) Guide Pratique des Analyses au Laboratoire, DISEM, Direction de rAgriculture,

Ministとre de l'Agriculture, 199 1.

6) Croissance Agricole Soutenue et S6cmitiAlimentaire, Document de Projet,DISEM.

7) Modと1e de Fiche du Programme d'Investissement de la DPDA, Document de Projet,

DISEM

8) Analyse des Ressources Humaines et des Activit6s de Recherches de la DRCSP,

ISRA, 1994.

9) Le Centre Nationald6 Recherche Agronomique de Bambey (Sin6gal) ISRA.

10) Implantation de Station de Conditionnement de Semences, PAS, Ministere de

l'Agdculture

1 1) L-Agriculture du Sin6gal, UPA, Ministとre de 1.Agriculture.

12) Riponses au QuestionnaireRelatif au Projetd.Amelioration des Semences/Japon, PAS,

Ministとre de 1-Agriculture.

13) Presentation des R6sultats Difinitifs de la Campagne Agricole 1993/1994, Direction de

l●Agriculture, Mimistとre de l'Agriculture.

14) Area (ha) Cultivated for Production of First Generation Seeds (Semence de Pre-base),

DISEM.

15) Activit6s de la DISEM dams la Filiere Semences, DISEM.

I6) Organigramme de rISRA.

17) Strat6gie et PlanD-Actions 1995-1996, Seminaire ISRA.

18) LaLettre de l'ISRA, Numiro 02 Septembre 1995.

19) Pamphlet ISRA.

ⅤⅠ.ENGAGEMENTS A PRENDRE PAR LE GOUVERNEMENT DU SENEGAL

1･ Afin de faciliter l■efficaciti et la bonne marche de I.itude, 1e S6n6gal prendra les

mesures n6cessaires pour:

(1) assurer la s6curit6 des membres de lamission d-6tude;

(2)permettre aux membr･es de lamision d-entrer, de sortir et s6joumer dan1e pays e?
fonction dQ leurs obligations sur place et de les dispenser des formalit6s

d.enregistrement au service des itrangers et des taxes consulaires;

(3) exon6rer lamission d'6tude desfrais et droits de douane sur tous les iquipements

machines et autres matiriels apport6s ou ressortis du S6n6galet qul SOnt n6cessaires

pour la poursuite de l'itude;

(4) exon6rer lamission d.itude des imp6ts sur le revenu ou des taxes de quelque sorte
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que ce soit imposes sur/ou en rapport avec les 6moluments, leg frais demission et

inderrmitis verses aux membres de lamission pour leur travail effectui dams le cadre

de l'6tude menie et sur/ou en rapport avec les services foumis parune tierce partie

pour la poursuite de l'etude.

(5) accorder les facilitis nicessaires a lamission d-itude pour la remise et 1-utilisation des

fonds dams le pays, et en provenance du Japon dams le cadre de la poursuite de

l'6tude;

(6)procurer des laisser-passer pour les propriit6s privies ou les zones interdites d-accとs

n6cessaires a la bonne marche de l'6tude;

(7)autoriser lamission d.itude a recueillirtoutes les donn6es, documents et matiriels

relatifs a 1.itude au Sin6galet de les envoyer au Japon;

(8)foumir tous les s°ins m6dicaux requis･ La dipense sera laiss6e a la charge des

membres de la mission.

2･ Le Gouvernement du Sin6galdevra supporter les plaintes a I.encontre des membres de

lamission d-itude japonaisepouvant s'61ever ou resultant de leurs activit6s men6es dams

le cadre de 1-itude, except6 lorsque de telles plaintes risultent d'une negligence grossiとre

ou d.une faute lourde de la part de run des membres de lamission.

3･L'ISRA devra servir d'agence intermidiaire a la mission d■itude japonaise et aussi

avoir un r61e de coordination avec les autres organisations gouvernementales et non-

gouvernementales concernies afin d■assurer une bonne application de 1.6tude r6alisie.

4･ Le Gouvernement du S6n6galprend rengagement que tous les points abord6s dans le

present document seront respectis pour un bon d6roulement de l'6tude d■am6nagement

r6alis6e par lamission d.6tude japonaise.

Pour le Gouvernement

Fait a
…….……‥Le

NOM

TITRE
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Ⅰ.CONTEXTE DU PROJET

I ･ Bref profil du Burkina Faso

Le Burkina Faso (ancienne Haute Volta), est situ6 au centre de la boucle du Niger, et partage

sesfrontiとres avec six pays: 1e Mall au Nord et a 1-Ouest, le Niger a 1-Est, 1e B6min, le Togo, le

Ghana et la Cらte dTvoire au Sud･ Il est comprlS entre 90 20- et 150 5●de latitude Nord, et

entre 20 201 de longitude Est et 50 31 de longitude Ouest･ II couvre une superficie de 274･200

km2 et a une population de 10,2mi11ions d,habitants, compos6e a 80% deruraux. Cette

population se caract6rise par une densit6 moyenne de 35 habitants化m2 et une assez forte

croissance d6mographique de prとs de 3%･ Trとs in6galement ripartie sur le territoire, plus de la

moitii de cette population est concentric sur les plateaux du centre oB une surexploitation

anarchique des ressources naturelles sold6e par une degradation irreversible du milieu, a

provoqu6 un mouvement d■6migration vers le Sud et 1-Ouest du pays oh les terres sont encore

dispomibles et de meilleure qualit6･

Le Produit National Brut (PNB) equivalent a 300 dollars E.U. partete en 1993 nTa accuse

aucune croissance r6elle entre 1985-93･ Pendant la meme p6riode, 1a croissance

d6mographique s.est maintenue a un taux moyen annuel d■environ 2,8%･ Entre 1980-92, le

Produit Int6rieur Brut (PIB) a enregistr6 un taux moyen de croissanceannuel de 3,7%. Cette

croissance a 6t6 de 0,4% en 1993･Lesecteur rural occupe1es 90% de la population et

contribue pour une valeur ajoutiede prとs de 45% du PIB.

Sur les 27,4mi11ions d.ha que constitue le territoire national, 1es superficies cultivables sont

estimies a 9mi11ions d'ha dont en moyenne seuls 3mi11ions d'ha sont effectivement cultiv6s

avec l'essentiel de la production agrlCOlemis a 1-actif des cultures vivriとres, soit environ plus

de 80% des surfaces exploities･ La pratlque des cultures vivriとres est largement domin6e par

les c6r6ales notamment lemi1 et le sorgho suivis du mal's et du riz qul OCCuPent a euX Seuls

75% des surfaces cultivies･ Les cultures de rente notamment le coton et l■arachide occupent

environ 12% des surfaces cultiv6es. Quant aux tubercules, elles servent de nourriture

d'appolnt･ L.irrigation n'est effectivement pratlquee que Sur enViron lO･000 ha soit environ
′

0,3% des surfaces cultiv6es.

Le climat du Burkina Faso est chaud et principalement see, avec une temperature moyenne de

270C en saison sとche (Dicembre - Mai). La pr6cipationannuelle qui varie entre 635
- 1 145

mm du Nord au Sud est concentrie dans la courte saison des pluies demi-Mai a mi-



Septembre･ L-ensoleillement dure plus de dix heures parJOur et I.evaporation d6passe 2･600

rrmParan･

Lesecteur agricole joue un rらle vitaldans le d6veloppement 6conorruque du pays. II contribue

pour plus du tiers du PIB et nourrit 90% de la population･ LlagrlCulture qul emPloie apeu

prとs 85% de la force de travail est largement au niveau de subsistence. Quelques

am61iorations en productivit6 ont 6t6 apporties par1es prograrrmes de diveloppement, mais

1.echelle de diveloppement est limit6e par des conditions climatiques gin6ralement

difavorables, des r占ssources inapproprleeS en eau et des sols pauvres･ L-agrlCulture de

subsistence occupe a peu prとs 90% des terres cultiv6es･ Des projetsde d6veloppement de la

riziculture irrlguee pour Satisfaire la demande nationale voient petit apetit le jour.On peut

citer entre autres le projet
de Bagr6, sur le Nankake (ancienne Volta Blanche), qui pr6voit

l'imgation sur 5,000 ha, et o心32･000 tonnes de paddy, 15･000 tonnes de malls et 7･500

tonnes de cultures mara壬chとres seront produits･ Dams le passi, 1es cultures de rente

repr6sentaient le surplus des cultures de subsistence et concemaient pnncipalement le karit6 a

70･000 tonnes/anet le sesame dont la production annuelle variait entre 4,000 et 6500 tonnes

au milieu des ann6es 1980. Il y-a eu cependant au cours de ces derniとres annies des

investissements importants du Gouvemement pour la culture de coton, arachide, canne a

sucre, noix d■acaJOu et legumes, avec une importante contribution des bailleurs de fond, en

particulier le FED.

Le plan actuel de diveloppement 6conomlque et social promouvoit l'autosumsance

alimentaire tout en consolidant les cultures industrielles dams le cadre d-une redynamisation

du monderuralet du secteur priv6. Dams cette optique, 1e Gouvernement Burkinabとs-est fix6

comme orientation prlnCIPale d'intervention, 1.organisation des paysans a la base et le

renfbrcement des moyens de production･

S-agissant des moyens essentiels pouvant contribuer a l'amilioration de la production agricole,

1es semences de qualit6 sont cities dams le planc6r6alier nationalcoⅡ皿e 61iments de choix et

font 1-objetd'un sous secteur englob6 dams le grand secteur agrlCOle.

2. Situation actuelle du sous secteur semeIICier

a) 1es institutions semenciとres

Les institutions impliquies dans les activit6s semenciとres au Burkina Faso sont le Ministとre de

1-Agriculture et des Ressources animales (MARA), et le Ministere des Enseignements,
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Secondaire, Sup6rieur et de la Recherche Scientifique･ Le Ministとre de 1-Environnement et du

Tourisme intervient au niveau des semences forestiとres.

La Direction des Intrants et de la M6cmisation Agricole (DIMA) du MARA supervise ce sous

secteur qul S.articule pnncipalement sur:

i) le Comit6 Nationaldes Semences (CNS) et le Comiti Scientifique d-Homologation des

Variit6s (CSHV), deux instruments n6cessaires au diveloppement du■sous secteur qui

ont 6t6 cries respectivement en 1977 et 1982 mais qul n.Ont jamaisfonctionn6 comme

escompt6;

ii) 1e Service Nationaldes Semences (SNS) qui, en raison de problとmes de restriction

budg6taire est devenu un simple bureau de contr61e de la qualiti des intrants,rattachi au

service des intrants de la DIMA;

iii)la recherche agronomique qui souvent, se substitue localement aux organismes

SemenClerS ;

iv) 1es structures d'encadrement, devu1garisation et de diffusion des semences repr6sent6es

principalement par les Centres R6gionaux de Promotion Agro-Pastorale (CRPA).

b) Orgamisation de la filiとresemenciとre et r81e des differents intervenants

Le CNS est un organe nationalchargi d'61aborer une legislation sur les semences qul COuVrira

la production, 1.import, rexport, I.homologation, 1a certification et la commercialisation des

semences･ Place sous la pr6sidence du MARA et compose des repr6sentants des prlnCipales

institutions 6tatlqueS COnCernies par le sous secteur semencier, ce comit6 n-a Jamais

fonctionni･ N'ajamais aussi fonctionni est le CSHV dont les prlnCipales taches et modaliti de

fonctionnement sont leg memes que celles d6finies pour le CNS･ En effet, 1es deux comitis ne

se distinguent que par leur co血position respective･

La rechercbe agronomque est sous la tutelle de llnstitut d-Etudes et de Recbercbes Agricoles

(INERA) qui relとve du Ministとre des Enseignements, Secondaire, Sup6rieur et de la Recherche

Scientifique. En matiとre de semences, 1'INERA intervient dams les am61iorations variitales et

dans la production des semences de pri-base et base pour couvrir les besoins des diffirents

producteurs de semences certifiies notamment les structures d-encadrement et de
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d6veloppement coⅡ皿e le島CRPA･ Ces besoins ne sont pas toujourssatisfaits, particuliとrement

pour ce qul COnCerne les espむes fmitiとres et mara王chとres dont la plus grande partie des besoins

est satisfaitepardes importations, faute de moyens (humains, matiriels et financiers).Malgri

cela, 1'activit6 de l'INERA slest itendue a la production de semences certifi6es et a

l'encadrement de celle-ci au voisinage de quelques unes de ses stations sous contrat pardes

paysans de la localit6･ Il reste cependant que ce rらle n'est pas le sien et risque d-affecter plus

les moyens dijatrop limit6s, et de le ditoumer de samission prlnCipale de recherche.

Le SNS qul a 6ti cri6 dams le cadre du projetUSAID ‖Multiplication des Semences de Base--

(1974 -

1987) a pour fonctions: (i)1a programmation de la production; (ii)1e contr61e de la

qualiti et la certification des semences; (iii)1a formation; (iv) 1e financement et la

commercialisation des semences de base et certifi6es.

Les activitis de ce service ont considirablement diminui avec la fin du projetUSAID et se

limitent actuellement au simple volet de ‖contr61e de la qualit6‖ avec des moyens trとs

insuffisants･ A 1-6tatactuel, 1e SNS est remplac6 par1e Bureau de Semences rattachi au service

des intrants de la Dm4A･Le1aboratoire de contr61e ne peut qu.effectuer que de simples tests de

gemination faute de moyens.Le1aboratoire lui meme et le autres locaux sont dams un itat de

●
′

dilabrement qul neCeSSite une certaine rehabilitation.

La production des semences certifi6es de lとreet 2eme reproduction, (Rl) et (R2), des espとces

c6rialiとres est g6niralement effectu6e par les CRPA qui font appel a des paysans semenciers

choisis pami1es paysans les plus r6ceptifs quant aux nouvelles techmiques agricoles･

Pour le coton, 1a production de semences est assur6e par1a SOFITEX, et sous le contr81e de

1.ImRA･ La SOFITEX assure aussi la production de semences commerciales de malls.

Pour 1.arachide, 1a SOFrvAR fait produire des semences RI pardes paysans semenciers sous

contrats a partir de semences de base de 1.INERA.

ヽ
′

Pour les especes maraTchとres et fruitiとres, plusieurs intervenants sont impliques, notamment:

1-UCOBAM, 1a soci6ti FLEXFASO, la soci6t6 FRUICEMA, LA SAVANA et rINERA.

Plusieurs grainetiers de la place importent des semences maral^chとres de 1-6tranger･

La diffusion des vari6t6s amilior6es ou recommand6es parllINERA est assure en prlnCIPe Par

un ensemble de structures privies et/ou publiques dont notamment les CRPA. Cette diffusion

se heurte a diverses difficult6s dont principalement: (i)1a d6faillance des circuits de distribution

aussi bien au niveau des CRPA qu'a celui des autres structures; (ii)1.absence de contr61e de la
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qualiti; (iii)1'absence de moyens de promotion; (iv)1a non motivation des agents des services

publics impliques.
′

En ce qul COnCerne le cas sp6cifique de la semence a I-heure actuelle, 1a corrmercialisation n-est

pas d'une consideration particuliとre･ Dams le systとme de production traditionnel, 1es semences

sont prises parmi1es meilleurs ipis du champ et conserv6es g6niralement sous forme d.6pis･

Pour ce qul COnCerne Particuliとrement les c6r6ales, iln■existe pas de transactions semenciとres

sur les places de marchi･ Ce n-est qu.en p6riode de semis, lorsque la semence disponible

s.avとre insuffisante que l'on s-adresse au marchi･

Pour le島 semences am61ior6es･ 1a commercialisation n●a itimise en relief qu-avec le proJet

USAID de 1974 a 1987･ Ce projetassurait le financement de la production de semences de

base, 1e contr61e de la qualiti de ces semences puis la distribution des semences certifi6es a des

prlX Subventionn6s, au niveau des structures d.encadrement qui les r6trocidaient a leur tour

aux paysans producteurs.

Aujourd.hui, malgr6 une forte demande, I.activiti de production se heurte a de sirieux

problとmes d■organisation et de financement･ Selon le circuit actuel d'approvisionnement, 1e

paysan disireux d.acquirir de la semence amilior6e s■adresse au CRPA giniralement par

1-interm6diaire des agents d-encadrement qul Centralisent les demandes et leg repercutent au
′

niveau du siとge dudit CRPA.

3･ Orientation et programme d.action

C'est dams le contexte inonci plus haut que le Gouvernement du Burkina Faso a opti pour la

riorganisation de la filiとre semenciとre et la relance de la production dans le cadre d-une

politique semenciとre coh6rente qul Permettrait d-6viter les imperfections du passi･ A cet effet,

une mission du PNUD compos6e de deux consultants nationaux et un expert de la FAO a

travailli dans ce sens.en itroite collaboration avec tous le acteurs de la filiとre semenciとre

nationale･ Cettemiss阜on qul amis a contribution les risultats d-unemission pr6cidente de la

FAO qul Se devait d'identifier entre autres la demande de semencesam61iories, a it6 1-occasion

de rievaluer les diffirentes contraintes du secteur semencier et d.en mesurer les perspectives de

d6veloppement.

Dams le rapport "Politique et Programme de D6veloppement du Secteur Semencier du Burkina

Faso‖ sorti a 1-issue de cette mission, un programme semencier dynamlque et Viable a 6t6
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61abor6･ Ce programme, comme le d6fimit le rapport, s'articule sur cinq (5) composantes qui

ont it6 identifi6es comme suit:

1･ Composante n♀1
- Semences de仙cbes: Elle s'articule essentiellement sur la

mise en place dlunr6seau de multiplicateurs de semences Rl et R2 (sorgho,mil,malls,

arachide, sesame,mi6bi, soja)et le renforcement des moyens de production affirents.

2･ Composante no 2 - Semences deriz: Cette composante se caract6rise par deuxmiveaux

d'intervention :

a) iquipement du site de production de Bagri

b) 6quipement des groupements multiplicateurs de semences en infrastructures

et matirielsindispensables

3･ Composante n仝3
- ADDui a la production de semences de base des cultures maralTchとres:

En compliment du projetrigionaleninstance de dimarrage, il est envISagi dams ce cadre

un appul mat6riel et financier a 1-NERA pour luipermettre dtassurer la production de

semences de base dToignon et haricot vert.

4･ Composante n9 4 I 0rEanisation du SNS: Cette composante met 1-accent sur:

- 1'organisation institutiomelle du SNS

- 1'aspect contr81e de la qualiti des semences par1amise a disposition

d-infrastructures consequentes, d.6qulPementS de laboratoire ainsl que de moyens

d'intervention sur le terrain

5･ Composante n9 5
-Assistance technjclue etformation

La composante nO 5 sera entiとrement financ6e par le PNUD･ Les autres composantes seront

soumises a d-autres bailleurs de fond.
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Ⅱ. TERMES DE REFERENCE DU PROJET

1 ･ N6cessiti/Justification du projet

Comme relate plus haut, 1.agrlCulture constitue un pilier vital du diveloppement 6conormque

du pays. La relance de l'6conomie du Burkina Faso et son maintien a une croissance

soutenable depend du d6veloppement du secteur agrlCOle･ La promotion des semences de

qualit6 conforme dans une agrlCulture intensifiie aidera a relever les difis d'autosuffisance

alimentaire lances par1e Gouvernement.
ノ

Aujourd'hui, ces semences de qualit丘conforme accusent une forte demande, mais

malheureusement I.activiti de production et de diffusion est entravie de problとmes

d.organisation et de financement･ Il est done prlmOrdialque le Gouvernement pulSSe mettre en

oeuvre un Programme National de D6veloppement des semences (i)capable de foumir a un

prix acceptable et en quantit6 suffisante des semences de qualiti (ii)puis inciter le monderural

a une utilisation accrue de ces articles de selection.

Un tel programme a 6t6 ilabor6 et rentre dams le cadre des programmes d-action en ce qul

concerne les productions v6g6tales, et qui donnent la prlOriti aux produits suivants consid6ris

comme secteurs cli: 1es cir6ales sとches (sorgho,nil et ma'1's),1e riz, le coton, 1es autres

cultures industrielles (sesame, arachide),
les fruits et legumes.

Pour atteindre les objectifsfixis,
1e programme s'articule sur les clnq PrlnCipales composantes

qul Ont 6t6 cities plus haut･ Ce projetfinancera quelques unes de ces composantes pouraider

g6n6ralement dans la production des semences de pr61base et base (recherche), et dans la

multiplication et diffusion des semences certifi6es (SNS et CRPA), une condition n6cessaire

pour augmenter la production agdcole.

2. Objectifs

Pour augmenter la production agricole, ilest n6cessaire de garantir la disponibilit6 en semences

de qualit6 confbrme･ L.INERA est la seule institution de recherche au Burkina Faso produisant

le semences de pr6-base et base qul constituent la base de multiplication et de diffusion des

semences certifiies Rl et R2･Levolet de multiplication et de diffusion est assure par1a DIMA
′

a travers le SNS et les CRPA, avec le SNS assurant aussi le contr61e de la qualit6 en

laboratoire et dan≦ les champs.
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Ce projet aidera
la DIMA et rINERA dams les volets difinis dans le programme de

diveloppement du secteur semencier 61abori par1a MARA dams le but de:

-

produire des semences de qualit6, en particulier cir6ales et legumes, en quantiti

suffisante ,

- distribuer ces semences aux paysans a temps,

-

garantir la qualit6 a travers les tests soutenus en laboratoire, et

-

stocker des semences de haute qualit6･

3. Aire du prq】et

Il resort de l'analyse de l●itatde la filiとresemenciとre au Burkina Faso, 1a nicessiti de difinir

une strat6gie de d6veloppement de ce secteur et d-61aborer un programme semencier

dynamlque et Viable.

La stratigie ainsi difinie tient compte de la nouvelle orientation de la politique de

disengagement progressif de rEtat des activitis de production et de commercialisation au

profit du secteur privi･ Il reste entendu que 1-Etat s.appulera Sur le Comiti NationalSemencier

comme organe de definition et d-orientation de la politique en la madとre･

Sur la base de cette politique et de l'analyse des besoins en semences des diffirentes especes,

un programme a 6t6 ilabor61 Ce prograⅡ皿e S'articule sur les cinq (5)composantes qui ont 6t6

identifiies plus tat.

Le PNUD financera la totaliti de la composante assistance technique et formation (composante

no5).

Lereste sera finance pard'autres bai1leurs de fond a identifier.
′

Pour des considerations 6conomlqueS et dlefficacit6, ce proJet Se Propose de r6aliser tous les

volets des composantes 2, 3, 4 et unlquement le volet
'-semences Rl''de la composante 1

comme d6finies dams le document I-Politique et Programme de D6veloppement du Secteur

Semencier du Burkina Faso'. 61abori par le MARA, 6tant entendu que le volet restant

‖semences R2‖ de la composante 1 dans le mime document fera 1.objetd.une requite a

financer par d.autres bailleurs de fond.
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4･ Elements du projet

Les i16ments du projetpeuvent etre scind6s en deux categories qul SOnt: 1es 6tudes et les

travaux.

4.1 Etudes

ーrivision
des itudes, rapports et dorm6es existents et affirents au proJet

- itude d'avant
projetditai116 pour la rehabilitation d.une fTerme experlmentale

′
■

de rINERA (icila ferme du centre principalde recherche et de formation de

Kamboinse est propos6e) et
les aminagements des fermes semenciとres de Kalbo,

Didougou, Goinri et S-igu6ri.

. Forages

. Plandes pompes, debit, dimension

･ Svsteme dtimigation a envisager, iventuellement drainage

･ Nivellement des paⅣelles

･ Programme d'exicution du projet
. Estimation des coats

4.2 Travaux

En rapport a la composante n軸cbes du programme

Volet "Semences Rl‖ - Fermes de Kalbo, D6dougou, Goinri et S6gu6ri -

- Construction de quatre forages de 60 m, du systとme d-adduction d'eau

etaminagements de 93 ha pour les 4 fTermes

- Construction de cinq magasins de stockage de 180 m2

- Construction de quatreaires de sichage et de battage de 400 m2

- Matiriel et outils agricoles (y compris batteuses, pulv6risateurs a dos et balances

etc.)
- Fourniture d.unites simples de conditionnement

- Mat6riel de transport

- C18ture desfermes
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En rapport a la composante n92: Semences de丘z du prograJrme

a)
P6rimetre imigui de Bagri

- Construction d'un magasin de stockage de 150 m2

I Matiriel et outi1s agricoles (y compris batteuses, pulv6risateu指a dos et balances

etc.)
- Foumiture d'une unite simple de conditionnement

- Mat6riel de transport

En rapport a la composante nQ3: Semences de base des esDeCeS maral^chとres du programme

a)
Six principales stations de recherche de 1-NERA

- Rehabilitation etaminagements hydro-agricoles (10 ha) (Kamboinse )

- Des umitis de conditionnement (triage-calibrage-traitement-ensachage-pesie)pour

clnq Stadons

- Foumiture de mat6riel et d■6qulPementS pour le laboratoire dtanalyse de cinq

stations

- Mat6riel de transport pour clnq Stations

En rapport a la composante n立4: Mise en I)lace et organisation du SNS et Contr61e de

dualiti des semences du programme

- Rehabilitation des batiments (bureaux - 1aboratoire
central)

- Rehabilitation de la chambrefroide

- Construction d-une serre

′
●

- Rehabilitation du jardin d'expenmentation

- Constmction de bureaux dams quatre antennes (75 m2 Ⅹ 4)

- Fourniture d-6qulPementS pour laboratoires d'analyse

- Foumiture de mat6riel de transport (vihiculesde terrain et motos)
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ⅡⅠ.SPECIALISTES POUR L-ETUDE

1 ･ Sp6cialistes japonais

Les sp6cialistes JapOnais et leurs activitis dams l16tude d.avant-projetditailli sont dicrits

coⅡⅦne suit:

Spicialistes P6rioded■Etude

(mois)

Travai1de

terrain

Rapport

1)ChefdeMissionnhdgationetDrainage 2,0 1,0

2)Adjoint/Sp6cialistedanslesinstal1ationsdeproductiondesemences 2,0 2,0

3)Agronome 2,0 2,0

4)Conceptiondesfacilit6setestimationdescoGts 2,0 2,0

5)Socio,Agro-6conomieet6valuationduprojet 2,0 2,0

2. Sp6cialistes burkinabと

La contrepartie burkinabとfournira les sp6cialistes suivants :

1)比onomiste

2) Agronome

3) Ing6mieur en Imigation et Drainage

4) Topograpbe
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IV. PLANNING DtEXECUTION TECHMQUE

Prestations Am6el Am6e2 Amie3

Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre Semestre

1 2 1 2 1 2

1.Etudes

.Terrain

.Rapport

2.Travaux

.Levistopo.

.TraVauX
g6otechn.

.Elaboration
desplans

dーaminagem.

Adjudicadon

.Construct.
etfbu血ture

desequlpmtS

.Am6nage-
mentdes

terres

･Supervision

E/N

V. DONNEES DISPONIBLES

1) Synthとse du Document Provisoire"Politique et Programme de D6veloppement du

Secteur Semencier du Burkina Faso"; Ministとre de 1-Agriculture et des Ressources

Animales, DIMA, PNUD, FAO, 1992.

2) Politique et Programme de Diveloppement du Secteur Semencier du Burkina Faso;

Ministとre de 1-Agriculture et des Ressources Animales, DIMA, PNUD, FAO, 1992.
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3) Politique et Prograrr-e de Diveloppement du Secteur Semencier du Burkina Faso

-Annexes-; Ministere de 1-Agriculture et des Ressources Animales, DIMA, PNUD,

FAO, 1992.

4) Pamphlet INERA

5) Consultation Sectorielle sur le Programme d'Ajustementdu Secteur Agricole; MARA,

1994.

6) Decret NO92-2 12/PRES/PM Agri-A portant organisation du MARA

VI. ENGAGEMENTS A PRENDRE PAR LE GOUVERNEMENT DU BUREmA

FASO

1 I Afin de faciliterl'efficaciti et la bonne marche de ritude, 1e Burkina Faso prendra les

mesures n6cessaires pour:

(1) assurer la s6cmit6 des membres de lamission d.6tude;

(2)permettre aux membres de lamission d'entrer, de sortir et s6journer
dan1e pays en

fonction de leurs obligations sur place et de les dispenser des formalitis

d■enregistrementau service des itrangers et des taxes consulaires;

(3)exonirer lamissidn d■6tude desfrais et droits de douane sur tous les iquipements

machines et autres matiriels apportis ou ressortis du Burkina Faso et qul SOnt

n6cessaires pour la poursuite de r6tude;

(4) exon6rer lamission d'6tude des imp8ts sur le revenu ou des taxes de quelque sorte

que ce soit imposes sur/ou en rapport avec les imoluments, 1es frais demission et

inderrmit6s verses aux membres de lamission pour leur travail effectui dams le cadre

de 1.6tude men6e et sur/ou en rapport avec leg services fournis parune tierce partie

pour la poursuite de 1-6tude.

(5)accorder les facilitis nicessaires a lamission d'itude pour la remise et 1-uti1isation des

fonds dams le pays･ et en provenance du Japon dams le cadre de la poursuite de

l-6tude;

(6)procurer des laisser-passer pour les propriitis privies ou les zones interdites d.accとs

nicessaires a la bonne marche de 1-6tude;

(7)autoriser lamission d'itude a recueillir toutes les donn6es, documents et matiriels

relatifs a 1-itude au Burkina Faso et de les envoyer au Japon;

(8) foumir tous les soins m6dicaux requis･ La dipense sera laissie a la charge des

membres de la mission.
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2･ Le Gouvernement du Burkina Faso devra supporter les plaintes a llencontre des

membres de lamission d■itudejaponaisepouvant s'61ever ou resultant de leurs activitis

menies dans le cadre de l'6tude, except6 lorsque de telles plaintes r6sultent d'une

negligence grossiとre ou d'une faute lourde de la part de 1.un des membres de lamission･

3･La DIMA devra servir dlagence interm6diaire a lamission d'6tude japonaise et aussi

avoir un r81e de coordination avec leg autres organisations gouvernementales et non-

gouvernementales concernies afin d-assurer une bonne application de 1-itude r6alis6e.

4･ Le Gouvernement du Burkina Faso prend l'engagement que tous les points abord6s

dams le present document seront respectis pour un bon d6roulement de l'itude

d■aminagement rialis6e par1amission d'itude japonaise.

Pour le Gouvernement‥…

Fait a
‥...……....Le…………‥.........

NOM

TITRE…………‥‥….
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